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①しろくまちゃんのほっとけーき 
②わかやまけん／さく・え  

③こぐま社 1972年 

④しろくまちゃんがおかあさんとホット 
 ケーキを作ります。ご家庭でもぜひお子 
 さまと作ってみましょう。 

←よんだら、すきないろで ぬってね！ 

きんぎょが にげた 
五味太郎／さく  

福音館書店 1982年 
あれあれ、金魚鉢からき
んぎょがにげた！どこへ
いったかな？さがす楽し
み、みつける楽しみをご
いっしょに。 

もこもこもこ 
谷川俊太郎／さく 

元永定正／え  
文研出版 1977年 

ことばの楽しみと色と形
の楽しみ。お子さまと
いっしょに不思議な世界
をじっくり味わいましょ
う。 

くだもの 
平山和子／さく 
福音館書店 1981年 
身近なくだものが美しい
写実的な絵で描かれてい
ます。食べるふりをして
も、食べた後で読んでも
楽しい絵本。 

 

ティッチ 
パット・ハッチンス／さく・え 

いしいももこ／やく  
福音館書店 1975年 
ちいさな男の子ティッチが
持っているのは小さいものば
かり。でも、ティッチが植木
鉢にまいたタネは･･･。 

 
やさいのおなか 
きうちかつ／さく・え  
福音館書店 1997年 

野菜を輪切りにしたらど
んな形？はっとする美し
さに気づいたら、お子さ
まと野菜を切ってみま
しょう。 

 

きょうはなんのひ？ 
瀬田貞二／さく 

林明子／え  
福音館書店 1979年 

まみこが書いた手紙を次々
にさがすおかあさん。10
通の手紙を並べてみる
と･･･。家族に手紙を書き
たくなる一冊。 

 ピーターのいす 
ｴｽﾞﾗ･ｼﾞｬｯｸ･ｷｰﾂ／さく・え 

きじまはじめ／やく  
偕成社 1969年 
ピーターの両親は生まれ
たばかりの妹に夢中。そ
こでピーターは家出。新
しい家族を迎えた子ども
の成長を描きます。 
 

 

もりのなか 
ﾏﾘｰ･ﾎｰﾙ･ｴｯﾂ／ぶん・え 

まさきるりこ／やく  
福音館書店 1963年 
森を散歩していると、次々
に動物たちがやってき
て･･･。かくれんぼしてい
るぼくをみつけてくれるの
は、おとうさん。 

 
いっすんぼうし 

いしいももこ／ぶん 
あきのふく／え 

福音館書店 1965年 
日本の代表的な昔話を石井
桃子の名文と秋野不矩（あ

きのふく）の美しい絵で描
いた絵本。ゆったりと読ん
であげてください。 

 

かもさんおとおり 
ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏｯｸﾛｽｷｰ／ぶん・え 

わたなべしげお／やく 
福音館書店 1965年 

ボストンの町で子育てする
かも夫婦とそれをあたたか
く見守る周囲の人々をセピ
ア色のユーモラスな絵で描
きます。 

 



はじめてのおつかい 
筒井頼子／さく 

林明子／え  
福音館書店 1999年 

はじめておつかいをたの
まれたみいちゃん。ハラ
ハラドキドキ！牛乳を
ちゃんと買ってこられる
かな？ 

 

ふしぎなたいこ 石井桃子／作 清水崑／絵 1953 岩波書店 

こねこのぴっち ﾊﾝｽ･ﾌｨｯｼｬｰ／作・絵 石井桃子／訳 1987 岩波書店 

ちいさいおうち 
ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ･ﾘｰ･ﾊﾞｰﾄﾝ／作・絵 

石井桃子／訳 
1965 岩波書店 

わたしのワンピース にしまきかやこ／作・絵 1969 こぐま社 

ロバのシルベスターとまほうの小石 ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀｲｸﾞ／作・絵 瀬田貞二／訳 2006 評論社 

せかいのひとびと ﾋﾟｰﾀｰ･ｽﾋﾟｱ／作・絵 松川真弓／訳 1982 評論社 

ぼくのおじいちゃんのかお 天野祐吉／作 沼田早苗／写真 1992 福音館書店 

三びきのこぶた 瀬田貞二／訳  山田三郎／絵 1967 福音館書店 

たんぽぽ 平山和子／作・絵 北村四郎／監修 1976 福音館書店 

はなのあなのはなし やぎゅうげんいちろう／作・絵 1982 福音館書店 

こいぬがうまれるよ ｼ゙ ｮｱﾝﾅ･ｺー ﾙ／作 ｼ゙ ｪﾛー ﾑ・ｳｪｸｽﾗー／写真 坪井郁美／訳 1982 福音館書店 

 

  

あいうえおの本 
安野光雅／さく・え 
福音館書店 1976年 

50音で始まることばが美
しい絵で描きこまれていま
す。お子さまといっしょに
さがしてみましょう。 

 
おまたせクッキー 
ﾊﾟｯﾄ･ﾊｯﾁﾝｽ／さく・え 
乾侑美子／やく  
偕成社 1987年 
おやつのクッキーを食べ
ようとすると、友だちが
どんどん来てクッキーが
足りない！そこへおばあ
ちゃんが･･･。 

 

めの まど あけろ 
谷川俊太郎／ぶん 
長新太／え 
福音館書店 1984年 
リズムのよい詩で、子ど
もの一日を綴ります。ぜ
ひ、いっしょに声に出し
て読んでみましょう。日
本語の楽しさをどうぞ。 

 どろんこハリー 
ｼﾞｰﾝ･ｼﾞｵﾝ／ぶん  

ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾌﾞﾛｲ･ｸﾞﾚｱﾑ／え
渡辺茂男／やく 

福音館書店 1964年 
お風呂が大嫌いなハリー 
が家を逃げ出して･･･。 
ハリーの生き生きした表 
情が文句なしに楽しい絵 
本です。 

 
くんちゃんのだいりょこう 
ﾄﾞﾛｼｰ･ﾏﾘﾉ／ぶん・え 
石井桃子／やく  
岩波書店 1986年 
くんちゃんの子どもらしい
日常を二色刷りのやわらか
い絵で描きます。くんちゃ
んを見守る両親がすてきで
す。 

 

おやすみなさいフランシス 
ﾗｯｾﾙ･ﾎｰﾊﾞﾝ／ぶん  
ｶﾞｰｽ･ｳｨﾘｱﾑｽﾞ／え 
松岡享子／やく  
福音館書店 1966年 
おやすみのキスをしたのにな
かなか眠れないフランシス。
何回も両親の部屋へ行きます
が･･･。 

 

おおかみと 
  七ひきのこやぎ 

ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾎﾌﾏﾝ／え 
瀬田貞二／やく  

福音館書店 1967年 
グリムの有名な昔話をス
イスの作家がとても美し
い絵で描きました。昔話
の楽しさをじっくり味
わってください。 

 



＊お休みの日は、家族で図書館に行きます。いっしょに読んだり、絵を見て話したりし 
 ています。子どもに本を選ばせると、選んだ本の内容から何に興味をもっているのか 
 わかるし、子どもの成長を感じることもできます。 
 
＊寝る前に短い物語を1冊読んで、寝るように心がけています。 
 
＊毎晩寝る前に読み聞かせをしています。図書館から借りてきた本の中から、自分で 
 「今日はコレ！」を選んできます。気に入ると、「やっぱり私の選んだ本は面白かっ 
 た」と満足そうです。簡単な読書記録を付けていて、年末その中から1番気に入った 
 本を買ってあげます。 

 「どうぞのいす」 
（香山美子／さく・柿本幸造／え  
    ひさかたチャイルド） 

 
とても優しい気持ちになれる本だと
思います。「でも、からっぽにして 
しまったら、あとの人におきのどく」 
と言い、人を思いやる心やみんなで 
分け合うという気持ちを感じ取って 
いける本だと思います。 

  

「とらのこさんきょうだい 
かえうたかえうたこいのぼり」 
（石井聖岳／さく・え 講談社） 

 
こいのぼりをたてたお父さんとらと 
三人の子とらたち。「こいのぼり」の 
歌のかえうたを次から次へと歌い出し 
ます。読み終えた後には真似して歌い 
出してしまうような楽しい絵本です。 
お父さんと一緒に読んだら、楽しさ 
倍増です。 

  

 「ぶたのたね」 
（佐々木マキ／さく・え 絵本館） 

 
兄弟や親子で読むと明るく元気になれ
る。あと、苦しいことを考えるときに、 
この本を読むと、苦しい気持ちを一瞬
でとばしてくれます。 

  

 「ふじさんです」 
（丸山誠司／さく・え 教育画劇） 

 
擬人化された、元気いっぱいの富士山 
が活躍する話です。地理や歴史が学べ
る訳ではありませんが、身近な富士山
がもっと親しみ深く感じられます。読ん
だ日から「今日も富士山、元気そうだ
ね」と思わず呼びかけたくなります。 

http://www.pref.yamanashi.jp/shakaikyo/shinakoko/syakyo_torikumi.html 


